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平成 24 年度一般会計補正予算   

９億１７０８万８０００円

月 日 会議名 内 容

）

9 月 3 日（月） 本会議（提案理由）

9 月１0 日（月） 本会議（質疑・一般質問

１1 日（火） 〃

１2 日（水） 〃

１3 日（木） 〃

１8 日（火

火

）

建設環境委員会１9 日（水）

文教福祉委員会2 0 日（木）

経済企業委員会

2 1 日（金） 総務委員会

２5 日（ ） 本会議（討論・採決）
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９月定例会の流れ（会期２３日間）

・各常任委員会委員長より審議結果報告後、採決
・市長より平成２３年度各会計決算議案12件が追加提案
・決算審査特別委員会設置
・市長より、人事案件４件が追加提案され、採決
・発議案第４号が提案され、採決

※各議案の審議結果については、14ページを御参照ください。

・１７人が登壇し、議案及び市政について質疑・一般質問
・１３日（木）に市長より、１件の追加提案
・各議案を関係常任委員会に付託

・市長より平成24年度一般会計補正予算を含む議案１３件
　が提案

○各種予防接種事業〔定期ポリオ〕　　　　　　　　　　６４５５万７０００円

　平成２４年９月１日から、従来行ってきたポリオ定期予防接種が、

　生ワクチンの集団接種から不活化ワクチンの個別接種に変更され

　ることに伴うものです。

○まちなかづくり推進事業補助金　　　　　　　　　　　　６４８万２０００円

　県が実施する「まちなかづくり推進事業」を活用し、旧本町一丁

　目商店街駐車場を本町二丁目商店街振興組合が運営する“ひこい

　ちパーキング”として整備等を行うとともに、商店街活動に協力

　してもらうボランティアの募集を行い、イベント等を充実させ商

　店街の活性化を図るものです。

○第一中学校校舎耐震改修事業　　　　　　　　　　　１億７６８万７０００円

　喫緊の課題である学校耐震化事業において、25年度に改修工事を

　計画していた事業の中から、国の特定財源が24年度中に確保され

　ることを受け、耐震改修工事費に要する経費です。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　など
　議案・請願・発議案など２0件を議決

・付託議案を各常任委員会で審査
　（継続審査となっている請願陳情含む）



委
員
会
報
告

　

す
べ
て
の
議
案
を
本
会
議
で
き
め
細
か
く
審
議
す
る
こ
と

は
効
率
的
で
は
な
い
た
め
、本
市
議
会
に
お
い
て
は
、四
つ
の

常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
審
議
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。こ
れ

ら
の
委
員
会
で
審
査
・
調
査
を
行
っ
た
結
果
は
、
委
員
長
か

ら
本
会
議
に
お
い
て
報
告
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

こ
こ
で
は
、
九
月
二
十
五
日
に
行
わ
れ
た
委
員
長
報
告
を

抜
粋
し
て
掲
載
い
た
し
ま
す
。

◆
平
成
二
十
四
年
度
八
代
市
一
般
会
計
補
正
予
算
・

　

第
五
号
・
日
奈
久
温
泉
活
性
化
事
業
に
つ
い
て

問　

行
政
と
し
て
は
、
今
回
の
事
業
を
契
機
に
波
及

効
果
を
期
待
し
て
い
る
よ
う
だ
が
、
実
際
、
日
奈
久

旅
館
街
の
方
々
の
盛
り
上
が
り
と
い
う
の
が
見
え
て

こ
な
い
中
で
、
行
政
と
し
て
の
意
気
込
み
は
ど
う
な

の
か

答　

日
奈
久
地
域
の
ハ
ー
ド
面
の
整
備
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
、
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
等
を
活
用
し
、
お

お
む
ね
完
了
し
て
い
る
。
一
方
、
ソ
フ
ト
面
に
お
い

て
は
、
こ
れ
ま
で
、
多
岐
に
わ
た
り
実
施
し
て
き
た

が
、
な
か
な
か
厳
し
い
現
状
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
今

回
、
県
と
の
連
携
に
よ
り
、
ソ
フ
ト
面
の
事
業
を
計

経
済
企
業
委
員
会

経
済
企
業
委
員
会

建
設
環
境
委
員
会

建
設
環
境
委
員
会

画
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
行
政
と
地
元
が
と
も
に
危

機
感
を
持
っ
て
、
本
事
業
を
実
施
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

意
見　

事
業
に
取
り
組
む
姿
勢
は
理
解
で
き
る
が
、

事
業
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
日
奈
久
の
旅
館
組
合
だ

け
の
問
題
と
せ
ず
、
日
奈
久
地
域
の
住
民
も
巻
き
込

ん
だ
取
り
組
み
と
な
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

　

そ
の
他
の
主
な
質
疑

○
商
店
街
で
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
る
集

　

客
度
合
い
と
商
店
街
活
性
化
の
主
眼
に
つ
い
て

○
農
業
施
設
維
持
管
理
事
業
に
お
け
る
、
二
見
洲
口

　

樋
門
及
び
日
奈
久
樋
門
の
事
業
費
の
相
違
に
つ
い
て

◆
専
決
処
分
の
報
告
及
び
そ
の
承
認
に
つ
い
て
（
平

　

成
二
十
四
年
度
八
代
市
一
般
会
計
補
正
予
算
・
第

　

四
号
）
・
公
共
土
木
施
設
災
害
復
旧
費
に
つ
い
て

問　

今
回
専
決
処
分
し
た
災
害
復
旧
工
事
の
発
注
方

法
及
び
費
用
の
積
算
方
法
に
つ
い
て

答　

専
決
処
分
し
た
災
害
復
旧
工
事
に
つ
い
て
は
、

直
ち
に
土
砂
の
撤
去
を
行
う
な
ど
急
を
要
す
る
た

め
、
本
市
に
指
名
登
録
の
あ
る
業
者
の
う
ち
、
施
工

能
力
が
あ
り
、
か
つ
、
そ
の
地
域
に
最
も
近
い
業
者

に
緊
急
施
工
と
い
う
形
で
、
随
意
契
約
で
発
注
し
て

い
る
。
費
用
の
積
算
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
工
事
を
依

頼
す
る
と
き
に
市
の
ほ
う
で
概
算
見
積
も
り
を
行

い
、
施
工
後
に
実
際
の
土
砂
の
処
分
量
、
施
工
期
間

等
を
考
慮
し
て
、
実
質
的
な
費
用
を
積
算
し
、
入
札

形
式
を
経
て
、
契
約
し
て
い
る
。

意
見　

緊
急
の
場
合
に
つ
い
て
は
、
近
く
の
業
者
の

ほ
う
が
迅
速
に
対
応
で
き
る
と
思
う
が
、
一
つ
の
業

者
に
工
事
依
頼
が
偏
る
こ
と
な
く
、
市
内
業
者
が
何

ら
か
の
仕
事
に
携
わ
れ
る
よ
う
な
配
慮
を
お
願
い
し

た
い
。

　

そ
の
他
の
主
な
質
疑

○
災
害
復
旧
費
の
先
議
で
の
対
応
に
つ
い
て
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文
教
福
祉
委
員
会

文
教
福
祉
委
員
会

七
月
　
臨
時
会

七
月
　
臨
時
会

総
務
委
員
会

総
務
委
員
会

◆
平
成
二
十
四
年
度
八
代
市
一
般
会
計
補
正
予
算
・

　

第
五
号
・
第
一
中
学
校
校
舎
耐
震
改
修
事
業
に
つ

　

い
て

 

問　

第
一
中
学
校
を
除
く
、
耐
震
改
修
の
必
要
な
物

件
数
と
そ
の
完
了
時
期
に
つ
い
て

答　

六
十
九
棟
の
計
画
の
う
ち
工
事
中
の
も
の
が
十

二
棟
で
、
今
回
の
工
事
分
を
除
く
と
、
残
り
の
物
件

は
五
十
六
棟
と
な
る
。
こ
れ
ら
の
完
了
時
期
は
、
学

校
耐
震
化
計
画
の
期
間
満
了
と
な
る
、
平
成
二
十
七

年
度
を
予
定
し
て
い
る
。

　

そ
の
他
の
主
な
質
疑

○
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

　

が
三
カ
所
追
加
整
備
さ
れ
る
こ
と
に
よ
る
待
機
者

　

解
消
の
見
込
み
に
つ
い
て

○
介
護
従
事
者
処
遇
改
善
臨
時
特
例
基
金
解
散
に
よ

　

る
介
護
従
事
者
の
処
遇
改
善
へ
の
影
響
に
つ
い
て

　

◆
平
成
二
十
四
年
度
八
代
市
一
般
会
計
補
正
予
算
・

　

第
五
号
・
歳
入
に
つ
い
て

 

問　

本
年
度
の
特
例
公
債
法
案
の
成
立
の
め
ど
が
立

っ
て
い
な
い
中
、
本
市
の
財
政
に
与
え
る
影
響
と
そ

の
対
応
に
つ
い
て

答　

特
例
公
債
法
案
の
未
成
立
に
よ
り
、
地
方
自
治

体
と
し
て
は
、
ま
ず
地
方
交
付
税
の
配
分
に
大
き
な

影
響
が
生
じ
る
こ
と
に
な
る
が
、
都
道
府
県
レ
ベ
ル

で
は
地
方
交
付
税
の
支
払
い
遅
延
が
あ
っ
て
い
る
も

の
の
、
比
較
的
に
財
政
基
盤
の
小
さ
い
市
町
村
レ
ベ

ル
で
は
予
定
ど
お
り
の
額
が
交
付
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
、
そ
の
ほ
か
の
補
助
金
に
つ
い
て
も
、
基
本
的
に

年
度
末
に
交
付
さ
れ
る
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
り
、

現
時
点
で
、
同
法
案
の
未
成
立
に
よ
る
影
響
は
想
定

し
て
い
な
い
が
、
年
度
末
ま
で
、
そ
の
推
移
を
見
守

っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

そ
の
他
の
主
な
質
疑

○
施
設
園
芸
緊
急
再
生
対
策
事
業
補
助
金
の
緊
急
性

　

に
つ
い
て

○
今
回
専
決
処
分
し
た
災
害
復
旧
費
の
執
行
状
況
に

　

つ
い
て

◆
平
成
二
十
四
年
度
八
代
市
一
般
会
計
補
正
予
算
・

　

第
三
号

　

○
補
正
予
算
額　

二
億
八
千
九
十
万
円

　
　

強
い
農
業
づ
く
り
交
付
金
事
業
等
の
補
助
内
示

　

に
伴
う
も
の
及
び
梅
雨
前
線
豪
雨
で
発
生
し
た
山

　

間
部
で
の
土
砂
崩
れ
な
ど
に
よ
り
被
災
し
た
市
道

　

等
の
復
旧
を
早
急
に
図
る
た
め
の
経
費
で
す
。

◆
専
決
処
分
の
報
告
及
び
そ
の
承
認
に
つ
い
て
（
平
成

　

二
十
四
年
度
八
代
市
一
般
会
計
補
正
予
算
・
第
二
号
）

　

○
補
正
予
算
額　

六
千
二
百
八
十
万
円

　
　

豪
雨
で
被
害
を
受
け
た
市
道
、
林
道
及
び
河
川

　

な
ど
を
応
急
的
に
復
旧
し
た
経
費
で
す
。

◆
農
業
委
員
会
委
員
の
推
薦
に
つ
い
て　
　

　

石
岡
孝
士
氏
、
井
戸
美
智
子
氏
、
武
原
祐
子
氏
、

　

山
本
實
氏
の
推
薦
を
決
定
。
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去
る
七
月
二
十
五
日
の
一
日
間
、
臨
時
会
が

開
か
れ
、
市
長
か
ら
議
案
二
件
が
上
程
さ
れ
ま

し
た
。

　
今
回
の
臨
時
会
は
、
補
正
予
算
及
び
補
正
予

算
の
専
決
処
分
の
報
告
及
び
そ
の
承
認
に
つ
い

て
で
あ
り
、
審
査
の
結
果
、
補
正
予
算
は
原
案

可
決
、
専
決
処
分
の
報
告
及
び
そ
の
承
認
に
つ

い
て
は
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
任
期
満
了
と
な
る
農
業
委
員
会
委
員

に
つ
い
て
も
、
四
氏
の
推
薦
を
決
め
ま
し
た
。



　
　

　
　

○
ク
ル
ー
ズ
客
船
寄
港
へ
の
準
備
状
況
に
つ
い
て

　
　

○
公
務
員
の
不
祥
事
に
つ
い
て

◆
公
務
員
の
不
祥
事
に
つ
い
て

問　

本
市
に
お
け
る
不
祥
事
に
係
る
未
然
防
止
の
取

り
組
み
と
、
不
祥
事
が
発
生
し
た
場
合
の
処
分
基
準
、

ま
た
、
処
分
ま
で
の
流
れ
に
つ
い
て
問
う
。

答　

総
務
部
長　
「
八
代
市
職
員
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン

ス
指
針
」
や
「
八
代
市
職
員
の
懲
戒
処
分
等
に
関
す

る
基
準
」
を
職
員
へ
周
知
す
る
ほ
か
、
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
、
多
重
債
務
問
題
等
に
係
る
研
修
を
実
施
し
て
い

る
。
本
市
で
は
、
他
市
に
先
駆
け
て
前
記
処
分
基
準

を
施
行
し
、
厳
し
く
対
応
し
て
い
る
。
処
分
量
定
等

は
、
市
長
の
諮
問
に
応
じ
、
「
八
代
市
職
員
賞
罰
等

審
議
会
」
で
審
議
さ
れ
、
市
長
が
最
終
的
に
決
定
し

て
い
る
。
今
後
と
も
、
市
政
運
営
全
般
に
対
す
る
市

民
の
信
頼
を
失
墜
せ
ぬ
よ
う
、
強
い
決
意
を
持
っ
て

不
祥
事
の
未
然
防
止
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　議案に対する質疑と市政の各般にわたる一般質問は、９月10日から13日まで
の４日間、17人が通告・登壇し、幅広い活発な議論が展開されました。

行
　
政
　
関
　
連

行
　
政
　
関
　
連

質問通告

質問通告
　
　

　
　

○
公
共
施
設
内
禁
煙
に
つ
い
て

　
　

○
観
光
行
政
に
つ
い
て

◆
公
共
施
設
内
禁
煙
に
つ
い
て

問　

受
動
喫
煙
に
よ
る
健
康
被
害
を
防
止
す
る
観
点

か
ら
、
公
共
施
設
内
で
の
対
策
に
つ
い
て
問
う
。
特

に
、
県
内
で
は
八
代
市
を
含
む
四
市
の
み
が
実
施
し

て
い
な
い
。
学
校
施
設
内
全
面
禁
煙
に
向
け
た
取
り

組
み
で
一
部
の
喫
煙
教
員
へ
の
気
遣
い
も
必
要
で
あ

る
。
大
多
数
の
教
員
や
、
最
優
先
す
べ
き
児
童
生
徒

を
受
動
喫
煙
の
被
害
か
ら
守
り
、
健
康
に
対
す
る
配

慮
を
す
べ
き
で
あ
る
と
思
う
が
、
教
育
部
の
方
針
を

問
う
。

答　

健
康
福
祉
部
長
・
総
務
部
長
・
教
育
部
長　

健

康
増
進
法
に
基
づ
き
、
市
関
連
施
設
へ
の
全
面
禁
煙

依
頼
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
市
民
に
受
動
喫
煙
防
止

を
周
知
し
て
い
る
。
今
後
も
禁
煙
に
関
す
る
啓
発
や

支
援
に
取
り
組
む
。
本
庁
舎
は
建
物
外
に
喫
煙
室
を

設
け
て
お
り
、
議
会
も
含
め
建
物
内
は
全
面
禁
煙
に

な
っ
て
い
る
。
ま
た
支
所
庁
舎
に
つ
い
て
も
建
物
内

は
全
面
禁
煙
と
な
っ
て
い
る
。
学
校
は
、
未
成
年
者

の
喫
煙
防
止
教
育
を
担
う
教
育
施
設
で
あ
る
た
め
、

来
校
者
・
教
職
員
の
協
力
を
得
て
平
成
二
十
五
年
度

末
を
め
ど
に
学
校
敷
地
内
全
面
禁
煙
に
向
け
た
取
り

組
み
を
推
進
し
て
い
く
。

質 疑

一 般 質 問
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質問通告

質問通告

　
　

○
会
派
合
同
の
施
策
提
言
に
つ
い
て

　
　

○
平
成
二
十
四
年
梅
雨
前
線
に
よ
る
豪
雨
災
害
に

　
　
　

つ
い
て

　
　

○
子
育
て
支
援
策
に
つ
い
て

　
　

○
生
活
保
護
に
つ
い
て

◆
会
派
合
同
の
施
策
提
言
に
つ
い
て

問　

平
成
二
十
二
年
四
月
か
ら
、
も
っ
と
開
か
れ
た

議
会
を
目
指
そ
う
と
、
会
派
を
超
え
て
議
会
報
告
会

に
取
り
組
ん
で
き
た
。
全
校
区
で
の
開
催
を
終
え
、

こ
れ
を
機
に
、
い
た
だ
い
た
意
見
や
要
望
を
も
と
に
、

十
四
項
目
に
ま
と
め
、
八
月
十
六
日
市
長
に
提
出
し

た
。
市
長
の
受
け
と
め
方
と
今
後
の
方
針
を
伺
う
。

ま
た
、
現
在
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
が
策
定
中
で

あ
る
。
提
言
内
容
の
反
映
に
つ
い
て
担
当
部
長
に
伺

う
。

答　

市
長
・
企
画
戦
略
部
長　

二
年
五
カ
月
間
に
わ

た
り
、
市
内
二
十
一
校
区
で
四
十
六
回
の
議
会
報
告

会
を
開
催
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
大
変
な
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
必
要
と
し
、
議
員
と
し
て
の
使
命
感
と
真

摯
な
取
り
組
み
に
大
変
感
動
し
た
。
そ
の
熱
き
思
い

の
詰
ま
っ
た
「
市
民
の
声
」
を
報
告
会
の
集
大
成
と

し
て
、
八
月
十
六
日
に
市
へ
提
言
を
い
た
だ
き
、
早

速
、
翌
日
に
は
、
部
長
会
を
開
き
、
十
四
項
目
を
速

や
か
に
精
査
す
る
よ
う
に
指
示
し
た
。
今
後
、
市
政

に
ど
う
反
映
で
き
る
か
を
検
討
す
る
と
と
も
に
、
後

期
基
本
計
画
で
は
、
施
策
提
言
も
踏
ま
え
、
多
く
の

市
民
の
意
見
を
反
映
し
た
い
。

　
　

○
球
磨
川
萩
原
堤
防
地
先
の
治
水
対
策
に
つ
い
て

　
　

○
市
道
大
村
町
竹
原
町
二
号
線
の
臨
港
線
か
ら   

　
　
　

労
災
病
院
に
お
け
る
通
行
の
安
全
確
保
に
つ
い
て

　
　

○
第
一
井
上
踏
切
の
移
設
に
つ
い
て

　
　

○
ス
ポ
ー
ツ
公
園
を
利
用
し
た
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
誘

　
　
　

致
に
つ
い
て

　
　

○
新
幹
線
騒
音
問
題
に
つ
い
て

◆
新
幹
線
騒
音
問
題
に
つ
い
て

問　

こ
と
し
三
月
の
新
幹
線
ダ
イ
ヤ
改
正
以
後
、
新

幹
線
の
速
度
が
上
が
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
沿
線
住
民

か
ら
騒
音
等
の
苦
情
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
こ

れ
ま
で
ど
の
よ
う
な
対
策
が
行
わ
れ
、
ど
の
よ
う
な

説
明
を
住
民
に
対
し
て
行
わ
れ
て
き
た
の
か
を
問

う
。
ま
た
、
住
民
の
方
々
か
ら
の
要
望
等
に
対
し
て

は
、
引
き
続
き
誠
実
に
対
応
し
て
い
た
だ
く
よ
う
鉄

道
運
輸
機
構
に
対
し
て
申
し
入
れ
る
考
え
は
な
い
か

伺
う
。

答　

企
画
戦
略
部
長　

鉄
道
運
輸
機
構
に
よ
り
、
こ

れ
ま
で
全
線
開
業
に
合
わ
せ
た
防
音
壁
か
さ
上
げ
な

ど
の
騒
音
対
策
が
行
わ
れ
て
き
た
経
緯
が
あ
る
。
現

在
、
こ
れ
ま
で
の
防
音
工
事
結
果
を
踏
ま
え
た
騒

音
・
振
動
測
定
が
実
施
さ
れ
て
お
り
、
測
定
結
果
に

つ
い
て
は
地
元
住
民
よ
り
調
査
終
了
後
の
説
明
会
の

要
望
が
な
さ
れ
て
い
る
状
況
で
あ
る
。
ま
た
、
本
市

に
お
い
て
は
一
部
地
域
に
お
い
て
環
境
基
準
を
超
過

し
た
箇
所
も
見
受
け
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
本
年
度
内

で
の
環
境
基
準
の
達
成
と
住
民
へ
の
丁
寧
な
対
応
を

鉄
道
運
輸
機
構
に
申
し
入
れ
て
い
る
。

　
　

○
合
併
特
例
債
及
び
過
疎
法
に
つ
い
て

　
　

○
郡
築
地
区
の
排
水
対
策
と
関
連
排
水
対
策
に
つ

　
　

 

　

い
て

◆
合
併
特
例
債
及
び
過
疎
法
に
つ
い
て

問　

市
町
村
合
併
に
際
し
、
国
の
支
援
策
の
一
環
と

し
て
合
併
特
例
債
が
あ
る
。
当
初
は
十
年
の
適
用
で

あ
っ
た
が
、
五
年
間
延
長
し
、
十
五
年
と
な
っ
た
。

 

そ
こ
で
、
合
併
特
例
債
の
活
用
限
度
及
び
合
併
協
議

会
で
活
用
額
の
決
定
、
ま
た
、
ど
の
よ
う
な
事
業
に

ど
の
程
度
の
活
用
が
あ
っ
た
の
か
今
後
の
活
用
策
に

つ
い
て
伺
う
。

 

合
併
特
例
債
を
活
用
し
た
市
庁
舎
の
改
築
の
考
え
は

な
い
か
、
市
長
に
伺
う
。

答　

総
務
部
長
・
市
長　

合
併
特
例
債
の
活
用
額
に

つ
い
て
は
合
併
協
議
会
に
お
い
て
、
発
行
可
能
額
で

あ
る
四
百
一
億
八
千
万
円
の
う
ち
百
六
十
一
億
八
千

三
百
万
円
を
活
用
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
よ
か
と
こ
物
産
館
や
ば
ん
ぺ
い
湯
な
ど
本

定
例
会
へ
の
提
案
分
を
含
め
約
八
十
四
億
三
千
万
円

を
活
用
し
て
い
る
。
今
後
、
活
用
基
準
を
満
た
す
事

業
に
つ
い
て
は
積
極
的
に
活
用
し
て
い
き
た
い
。
本

庁
舎
の
建
設
の
財
源
と
し
て
は
大
変
有
利
な
地
方
債

で
あ
り
合
併
特
例
債
を
活
用
で
き
る
期
間
を
視
野
に

入
れ
、
一
歩
踏
み
込
ん
で
検
討
す
る
時
期
に
来
て
い

る
。

質問通告
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質問通告

質問通告

　
　

○
Ｍ
Ｖ
22
オ
ス
プ
レ
イ
の
普
天
間
基
地
配
備
と

　
　
　

県
内
低
空
飛
行
訓
練
問
題
に
つ
い
て

　
　

○
九
州
新
幹
線
騒
音
・
振
動
問
題
に
つ
い
て　
　

　
　

○
ウ
イ
ン
ズ
日
奈
久
進
出
後
の
「
効
果
」
と
「
課

　
　
　

題
」
の
検
証
に
つ
い
て

◆
Ｍ
Ｖ
22
オ
ス
プ
レ
イ
の
普
天
間
基
地
配
備
と
県
内

低
空
飛
行
訓
練
問
題
に
つ
い
て

問　

構
造
的
な
問
題
が
あ
る
た
め
操
縦
が
難
し
く
、

山
間
部
を
低
空
飛
行
す
る
際
は
気
流
の
影
響
で
墜
落

を
起
こ
し
や
す
い
オ
ス
プ
レ
イ
を
普
天
間
基
地
に
配

備
し
、
沖
縄
本
島
全
域
及
び
日
本
全
土
で
低
空
飛
行

訓
練
の
計
画
が
あ
る
。
八
代
市
上
空
が
訓
練
ル
ー
ト

に
入
っ
て
い
る
こ
と
へ
の
認
識
と
、
住
民
の
安
全
を

守
る
立
場
で
あ
る
市
長
の
考
え
を
伺
う
。

答　

市
長
　
七
月
に
は
蒲
島
熊
本
県
知
事
や
全
国
知

事
会
で
、
オ
ス
プ
レ
イ
の
安
全
性
が
確
認
で
き
な
い

現
状
に
お
い
て
は
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
旨
の
発
言
及

び
決
議
が
な
さ
れ
て
い
る
。
モ
ロ
ッ
コ
や
フ
ロ
リ
ダ

州
で
の
事
故
は
人
為
的
な
ミ
ス
が
原
因
で
あ
る
と
の

調
査
報
告
が
な
さ
れ
た
が
、
そ
の
後
も
ノ
ー
ス
カ
ロ

ラ
イ
ナ
州
で
は
市
街
地
に
緊
急
着
陸
し
て
い
る
。
こ

の
よ
う
な
現
状
で
は
オ
ス
プ
レ
イ
の
安
全
性
が
確
認

で
き
た
と
は
言
え
ず
、
市
民
の
安
全
を
守
る
立
場
か

ら
、
八
代
市
上
空
エ
リ
ア
で
の
飛
行
訓
練
を
容
認
す

る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

質問通告
　
　

○
熊
本
や
つ
し
ろ
食
堂
に
つ
い
て

　
　

○
客
船
「
コ
ス
タ
・
ビ
ク
ト
リ
ア
」
の
寄
港
に
よ

　
　
　

る
経
済
効
果
に
つ
い
て

　
　

○
有
害
鳥
獣
被
害
防
止
対
策
に
つ
い
て

◆
有
害
鳥
獣
被
害
防
止
対
策
に
つ
い
て

問　

中
山
間
地
に
お
い
て
、
有
害
鳥
獣
に
よ
る
農
作

物
や
林
作
物
へ
の
被
害
が
年
々
増
加
し
て
い
る
と
の

こ
と
で
あ
る
。
被
害
は
、
地
域
一
帯
に
及
ぶ
こ
と
も

あ
る
。
例
え
ば
、
地
域
内
の
農
地
を
あ
る
程
度
の
ま

と
ま
り
と
し
て
柵
で
囲
う
な
ど
の
対
策
が
必
要
と
考

え
る
。
本
市
で
の
有
害
鳥
獣
被
害
防
止
対
策
の
補
助

事
業
の
内
容
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。
ま
た
、
地
域

全
体
で
被
害
防
止
す
る
対
策
は
実
施
し
て
い
る
か
問

う
。

 

答　

農
林
水
産
部
長　

本
市
で
は
、
農
業
者
個
人
を

対
象
に
、
有
害
獣
の
侵
入
を
防
止
す
る
電
気
柵
や
防

獣
ネ
ッ
ト
な
ど
防
護
柵
の
購
入
経
費
の
二
分
の
一（
上

限
二
万
円
）
を
補
助
す
る
八
代
市
農
作
物
有
害
獣
防

護
柵
設
置
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。
ま
た
、
八
代
市

有
害
鳥
獣
被
害
対
策
協
議
会
が
主
体
と
な
り
国
の
交

付
金
を
活
用
し
て
、
三
戸
以
上
の
受
益
農
家
が
参
加

す
る
一
定
地
域
を
対
象
に
、
金
網
柵
な
ど
比
較
的
頑

丈
な
侵
入
防
護
柵
を
一
体
的
に
設
置
す
る
場
合
に
、

資
材
購
入
費
の
一
〇
〇
％
を
補
助
す
る
鳥
獣
被
害
防

止
総
合
対
策
を
実
施
し
て
い
る
。

　
　

○
市
立
病
院
の
老
朽
化
問
題
と
耐
震
化
に
つ
い
て

　
　

○
市
立
病
院
改
革
プ
ラ
ン
策
定
の
成
果
と
今
後
の

　
　
　

課
題
に
つ
い
て

　
　

○
市
立
病
院
の
あ
り
方
検
討
会
に
つ
い
て

　
◆
市
立
病
院
の
あ
り
方
検
討
会
に
つ
い
て

問　

平
成
二
十
三
年
度
市
立
病
院
の
決
算
で
は
、
約

四
千
四
百
万
円
の
赤
字
で
あ
り
、
累
積
赤
字
も
四
億

千
二
百
四
十
万
円
と
膨
れ
上
が
っ
て
い
る
。
こ
の
よ

う
な
事
態
を
受
け
昨
年
十
一
月
に
医
療
関
係
者
・
学

識
経
験
者
・
地
域
住
民
等
で
構
成
す
る
市
立
病
院
あ

り
方
検
討
会
を
設
置
し
、
検
討
さ
れ
、
四
月
に
提
言

書
が
提
出
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
提
言
書
を
受
け

て
市
立
病
院
が
取
り
組
む
最
重
要
課
題
は
何
か
問
う
。

　　
答　

市
立
病
院
長　

市
立
病
院
あ
り
方
検
討
会
か
ら

の
提
言
書
を
受
け
、
市
と
し
て
早
急
に
改
革
に
取
り

組
む
た
め
、
庁
内
委
員
に
よ
る
「
市
立
病
院
あ
り
方

プ
ラ
ン
検
討
委
員
会
」
を
発
足
さ
せ
た
。
検
討
の
結

果
、
今
後
の
方
針
と
し
て
、
①
病
床
利
用
率
向
上
や

平
均
在
院
日
数
の
短
縮
に
よ
る
病
院
収
支
の
黒
字

化
、
②
医
師
の
確
保
、
③
地
方
公
営
企
業
法
の
全
部

適
用
を
二
十
六
年
度
以
降
へ
見
送
る
、
④
施
設
の
耐

震
診
断
の
実
施
の
四
項
目
を
重
要
課
題
と
し
、
提
言

に
も
あ
る
よ
う
に
今
後
五
年
間
で
黒
字
経
営
が
で
き

る
よ
う
最
大
限
努
力
す
る
。
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質問通告

質問通告

　
　

○
平
成
二
十
三
年
度
本
市
高
校
生
の
就
職
状
況

　
　
　

に
つ
い
て

　
　

○
高
校
生
の
就
職
支
援
制
度
に
つ
い
て

　
　

○
高
田
公
民
館
改
築
に
つ
い
て

　
◆
高
校
生
の
就
職
支
援
制
度
に
つ
い
て

問　

昨
年
の
本
市
高
校
卒
業
生
の
就
職
希
望
者
数
は

四
百
十
四
名
に
対
し
市
内
へ
の
就
職
者
数
は
百
三
十

七
名
で
あ
っ
た
。
全
体
か
ら
見
る
と
三
三
・
六
％
で

あ
り
少
な
い
数
値
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
が
本
市
の
人

口
減
少
の
一
因
と
な
っ
て
い
る
と
思
う
。
市
内
へ
の

就
職
促
進
の
た
め
県
の
キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト
事
業
、

国
の
ト
ラ
イ
ア
ル
雇
用
が
活
用
さ
れ
て
い
る
が
、
本

市
の
就
職
対
策
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
を
問

う
。

答　

商
工
観
光
部
長　

新
卒
者
の
受
け
皿
と
な
る
よ

う
、
市
内
の
約
二
百
事
業
所
に
求
人
要
請
を
行
っ
て

い
る
。
ま
た
、
高
校
卒
業
予
定
者
と
地
元
企
業
が
参

加
す
る
高
校
生
就
職
促
進
会
を
開
催
し
て
い
る
。
昨

年
は
百
二
十
九
名
の
生
徒
、
二
十
五
事
業
所
が
参
加

し
、
地
元
企
業
へ
の
就
職
に
向
け
た
機
会
と
な
っ
て

い
る
。
そ
の
他
、
就
活
応
援
セ
ミ
ナ
ー
や
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
受
け
入
れ
支
援
等
も
行
っ
て
い
る
。
今
後

も
関
係
団
体
と
連
携
し
、高
校
生
に
地
元
企
業
を
知
っ

て
も
ら
い
、
地
元
に
残
る
機
会
が
ふ
え
る
よ
う
取
り

組
ん
で
い
く
。

質問通告
　
　

○
市
立
病
院
の
財
政
状
況
に
つ
い
て

　
　

○
市
立
病
院
改
革
プ
ラ
ン
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

　
　

○
市
立
病
院
の
あ
り
方
検
討
会
の
提
言
に
対
し
て

　
　
　

の
今
後
の
方
針
に
つ
い
て

　
　

○
大
島
地
区
石
油
基
地
の
現
状
に
つ
い
て

　
　

○
県
の
政
策
で
あ
る
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー

　
　
　

利
用
状
況
に
つ
い
て

◆
県
の
政
策
で
あ
る
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
利

　

用
状
況
に
つ
い
て

問　

熊
本
県
に
よ
る
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
利

用
が
始
ま
る
が
、
林
業
振
興
の
観
点
と
農
業
の
施
設
園

芸
に
お
け
る
加
温
機
利
用
な
ど
、
ど
の
よ
う
な
計
画
に

な
っ
て
い
る
の
か
。

　

ま
た
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
利
用
が
高
ま
れ
ば
、
ペ
レ

ッ
ト
工
場
が
必
要
に
な
る
と
考
え
る
。
そ
こ
で
農
林
業

振
興
策
の
一
つ
と
し
て
、
ペ
レ
ッ
ト
工
場
設
置
に
つ
い

て
、
今
後
本
市
で
も
検
討
、
準
備
す
る
考
え
は
な
い
か

伺
う
。　

　
答　

農
林
水
産
部
長　

木
材
価
格
の
低
迷
に
よ
り
、
切

っ
た
木
を
運
び
出
し
て
も
採
算
が
と
れ
な
い
こ
と
か

ら
、
林
内
に
放
置
す
る
「
切
り
捨
て
間
伐
」
が
多
い
現

状
。
こ
れ
を
ペ
レ
ッ
ト
に
し
て
利
用
す
る
こ
と
で
、
林

業
及
び
山
村
地
域
の
活
性
化
が
図
ら
れ
る
と
と
も
に
、

森
林
整
備
が
促
進
さ
れ
、
健
全
な
森
林
の
育
成
が
期
待

さ
れ
る
。
今
年
度
は
、
農
業
用
の
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
加

温
機
の
効
率
的
使
用
や
燃
料
供
給
、
燃
焼
灰
の
処
理
・

回
収
体
制
に
つ
い
て
実
証
す
る
計
画
。
八
代
市
で
も
、

ペ
レ
ッ
ト
工
場
設
置
に
積
極
的
な
取
り
組
み
を
す
る
企

業
が
あ
れ
ば
、
支
援
し
た
い
。

　
　

○
観
光
行
政
に
つ
い
て

　
　

○
本
市
の
交
通
渋
滞
に
つ
い
て

　
　

○
ド
ッ
グ
ラ
ン
施
設
の
必
要
性
に
つ
い
て

◆
観
光
行
政
に
つ
い
て

問　

労
働
局
発
表
の
七
月
度
八
代
管
内
の
有
効
求
人
倍

率
は
〇
・
四
八
と
県
内
で
は
最
低
の
状
況
で
あ
っ
た
。

時
勢
の
企
業
誘
致
が
厳
し
い
現
状
を
踏
ま
え
、
観
光
客

誘
致
に
よ
る
雇
用
創
出
を
図
る
こ
と
も
急
務
と
考
え

る
。
国
も
新
成
長
戦
略
の
一
つ
と
し
て
、
観
光
立
国
・

地
域
活
性
化
戦
略
を
掲
げ
、
そ
れ
に
伴
う
新
規
雇
用
五

十
六
万
人
創
出
を
う
た
っ
て
い
る
。
本
市
の
観
光
振
興

と
雇
用
創
出
に
つ
い
て
の
認
識
を
伺
う
。

　
答　

商
工
観
光
部
長　

観
光
は
、
地
域
経
済
の
活
性

化
、
雇
用
機
会
の
増
大
等
、
サ
ー
ビ
ス
業
、
農
林
水
産

業
、
製
造
業
等
を
初
め
と
す
る
市
民
経
済
の
あ
ら
ゆ
る

領
域
に
わ
た
り
、
幅
広
く
そ
の
発
展
に
寄
与
す
る
も
の

で
あ
り
、
観
光
の
果
た
す
役
割
は
、
極
め
て
重
要
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
。

　

雇
用
の
創
出
は
、
本
市
に
お
い
て
も
喫
緊
の
課
題
で

あ
り
、
観
光
振
興
施
策
に
つ
い
て
、
今
後
関
係
団
体
と

よ
り
一
層
の
連
携
を
深
め
、
一
つ
一
つ
の
施
策
を
着

実
、
か
つ
効
率
的
に
推
進
し
、
観
光
振
興
に
よ
る
雇
用

の
創
出
に
つ
な
げ
た
い
と
考
え
て
い
る
。
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建
　
設
　
関
　
連

建
　
設
　
関
　
連

質問通告

質問通告

　
　

○
八
代
市
政
に
対
す
る
市
長
の
基
本
的
な
政
策

　
　
　

に
つ
い
て

　
　

○
農
業
活
性
化
対
策
に
つ
い
て　
　

◆
農
業
活
性
化
対
策
に
つ
い
て

問　

古
城
町
に
農
事
研
修
セ
ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ
て

い
た
と
き
に
は
、
土
壌
分
析
は
三
年
間
で
二
千
三
百

七
十
三
件
行
わ
れ
て
い
た
が
、
鏡
町
移
転
後
の
三
年

間
で
は
千
七
十
三
件
と
減
少
し
て
い
る
。
そ
の
減
少

し
た
理
由
と
土
壌
分
析
料
を
無
料
化
で
き
な
い
か
伺

う
。
ま
た
、
農
協
本
所
近
く
に
農
事
研
修
セ
ン
タ
ー

の
分
所
を
設
置
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
か
伺
う
。

　　
答　

農
林
水
産
部
長　

平
成
二
十
年
度
ま
で
、
農
協

が
農
事
研
修
セ
ン
タ
ー
と
比
較
し
て
簡
易
な
土
壌
分

析
を
行
っ
て
い
た
た
め
、
農
事
研
修
セ
ン
タ
ー
へ
の

持
ち
込
み
が
多
か
っ
た
が
、
同
等
の
分
析
が
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
平
成
二
十
一
年
度
か
ら
周
辺
農
家
が

農
協
に
持
ち
込
む
よ
う
に
な
り
減
少
し
た
。
無
料
化

は
、
農
協
と
一
体
と
な
っ
て
三
検
体
無
料
に
つ
い
て

取
り
組
ん
で
き
た
経
緯
が
あ
り
、
来
年
度
か
ら
の
実

施
に
向
け
て
協
議
し
て
い
く
。
農
協
本
所
近
く
へ
の

農
事
研
修
セ
ン
タ
ー
分
所
の
設
置
は
農
協
で
も
土
壌

分
析
を
実
施
し
て
い
る
た
め
難
し
い
状
況
で
あ
る
。

質問通告
　
　

○
大
雨
時
に
よ
る
常
習
化
し
た
冠
水
地
域
の
排
水

　
　
　

対
策
に
つ
い
て

　
　

○
樋
門
の
維
持
管
理
と
緊
急
時
の
対
応
に
つ
い
て

　
　

○
通
学
路
の
安
全
対
策
に
つ
い
て

　
　

○
新
た
な
難
視
対
策
事
業
費
補
助
事
業
に
つ
い
て

◆
大
雨
時
に
よ
る
常
習
化
し
た
冠
水
地
域
の
排
水
対

　

策
に
つ
い
て

問　

毎
年
の
よ
う
に
降
る
豪
雨
に
よ
っ
て
、
市
内
至

る
と
こ
ろ
で
冠
水
を
し
、
そ
の
た
び
に
緊
張
し
、
被

害
に
遭
っ
て
い
る
市
民
が
お
ら
れ
る
。
し
か
し
、
ど

ん
な
に
降
っ
て
も
冠
水
し
な
い
と
こ
ろ
と
、
必
ず
冠

水
す
る
と
こ
ろ
の
差
が
は
っ
き
り
し
て
き
て
お
り
、

冠
水
す
る
箇
所
や
地
域
は
、
既
に
完
全
に
常
習
化
し

て
い
る
と
考
え
る
。
市
の
常
習
化
し
た
冠
水
地
域
に

対
し
て
の
認
識
と
把
握
、
今
後
の
早
急
な
対
策
を
問

う
。

答　

建
設
部
長　

市
が
常
習
化
し
た
冠
水
地
域
と
し

て
認
識
し
て
い
る
箇
所
は
、
主
な
と
こ
ろ
と
し
て
、

秀
岳
館
高
校
前
の
市
道
中
央
線
や
、
田
中
町
の
肥
後

銀
行
周
辺
及
び
臨
港
線
を
中
心
と
し
た
地
域
等
が
あ

る
。
対
策
と
し
て
、
秀
岳
館
高
校
前
に
つ
い
て
は
、

低
い
箇
所
へ
の
横
断
暗
渠
設
置
を
行
い
、
下
流
側
に

当
た
る
、
緑
の
回
廊
線
沿
い
の
雨
水
幹
線
排
水
路
に

つ
い
て
、
農
業
用
排
水
路
及
び
工
業
用
水
を
含
め

て
、
総
合
的
な
調
査
測
量
を
実
施
す
る
。
田
中
町
周

辺
に
つ
い
て
は
、
公
共
下
水
道
事
業
古
閑
排
水
区
の

計
画
見
直
し
（
調
整
池
等
）
を
実
施
す
る
。

　
　

○
市
内
の
公
園
や
小
中
学
校
の
遊
具
に
つ
い
て

　
　

○
肥
薩
お
れ
ん
じ
鉄
道
の
今
後
に
つ
い
て

◆
市
内
の
公
園
や
小
中
学
校
の
遊
具
に
つ
い
て

問　

少
子
化
に
よ
る
公
園
な
ど
の
遊
具
使
用
が
減
少

し
て
い
る
中
、
遊
具
の
安
全
点
検
と
現
在
の
状
況
。

そ
し
て
、
今
後
の
方
針
と
予
定
に
つ
い
て
問
う
。
ま

た
、
学
校
関
係
に
設
置
し
て
あ
る
遊
具
等
の
安
全
確

保
と
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
問
う
。

　
答　

建
設
部
長
・
教
育
部
長　

公
園
で
は
現
在
、
日

常
業
務
の
中
で
、
可
能
な
限
り
安
全
点
検
を
行
っ
て

い
る
。
今
後
は
、
現
在
行
っ
て
い
る
公
園
施
設
等
の

健
全
度
調
査
の
結
果
を
踏
ま
え
、
施
設
の
長
寿
命
化

計
画
を
策
定
し
、
こ
れ
に
基
づ
き
施
設
の
改
築
や
維

持
管
理
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
学
校

で
は
、
定
期
的
に
月
一
回
程
度
の
安
全
点
検
及
び
、

正
し
い
遊
具
の
使
い
方
の
指
導
も
行
っ
て
い
る
。
学

校
が
行
う
点
検
と
は
別
に
専
門
業
者
に
よ
る
安
全
点

検
も
二
年
に
一
回
実
施
し
て
い
る
。
今
後
も
安
全
点

検
を
確
実
に
行
い
、
安
全
確
保
に
万
全
を
期
す
る
。
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環
　
境
　
関
　
連

環
　
境
　
関
　
連

教
　
育
　
関
　
連

教
　
育
　
関
　
連

質問通告
　
　

○
人
事
政
策
に
つ
い
て

　
　

○
消
費
者
行
政
に
つ
い
て

　
　

○
公
民
館
図
書
室
の
充
実
に
つ
い
て

　
　

○
荒
瀬
ダ
ム
撤
去
開
始
に
伴
う
本
市
の
対
応
に

　

 　
　

つ
い
て

◆
公
民
館
図
書
室
の
充
実
に
つ
い
て

問　

本
市
に
は
、
図
書
館
本
館
と
、
千
丁
町
と
鏡
町

に
分
館
が
あ
る
。
そ
の
ほ
か
、
公
民
館
に
、
図
書
分

室
と
図
書
室
を
備
え
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
、
住
民
自

治
が
進
む
中
で
、
公
民
館
が
拠
点
と
な
っ
て
い
く
。

そ
こ
で
、
分
室
や
図
書
室
を
充
実
し
て
い
く
こ
と
が
、

地
域
の
人
が
集
う
一
つ
の
ツ
ー
ル
に
な
っ
て
い
く
と

考
え
ら
れ
る
。
執
行
部
の
考
え
を
問
う
。

　
答　

教
育
部
長　

図
書
館
で
は
、
太
田
郷
・
高
田
公

民
館
の
図
書
館
分
室
に
各
館
約
一
千
冊
の
図
書
を
設

置
し
、
蔵
書
の
確
認
と
入
れ
か
え
を
行
っ
て
い
る
。

図
書
館
分
室
、
公
民
館
図
書
室
の
充
実
を
図
る
た
め

に
は
、
新
た
な
図
書
の
購
入
及
び
貸
し
借
り
等
を
行

う
管
理
者
の
確
保
が
課
題
で
あ
る
。
市
民
協
働
の
認

識
が
深
ま
り
、
地
域
か
ら
人
材
の
支
援
を
い
た
だ
け

れ
ば
、
展
開
の
可
能
性
が
広
が
る
と
考
え
る
。
今
後
、

市
民
ニ
ー
ズ
の
把
握
に
努
め
、
誰
で
も
利
用
し
や
す

い
図
書
館
の
整
備
、
図
書
館
と
公
民
館
の
連
携
を
図

り
、
図
書
環
境
の
充
実
に
努
め
て
い
き
た
い
。

質問通告
　
　

○
教
職
員
の
不
祥
事
防
止
対
策
と
内
部
通
報
制

　
　
　

度
の
あ
り
方
に
つ
い
て

　
　

○
本
市
の
教
育
現
場
で
発
生
し
た
教
師
の
問
題

　
　
　

行
動
の
全
容
及
び
そ
の
対
応
状
況
と
今
後
に   

　
　

   

い
て

　
　

○
教
育
行
政
に
お
け
る
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
（
法

　　
令
遵
守
）
と
第
三
者
委
員
会
設
置
制
度
の
新

　
　
　

規
創
設
に
つ
い
て

◆
教
育
行
政
に
お
け
る
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス（
法
令
遵
守
）

　

と
第
三
者
委
員
会
設
置
制
度
の
新
規
創
設
に
つ
い
て

問　

教
育
現
場
に
お
け
る
法
令
遵
守
や
当
事
者
意
識

の
欠
落
が
取
り
ざ
た
さ
れ
る
中
、文
部
科
学
省
は
「
い

じ
め
、
学
校
安
全
等
に
関
す
る
総
合
的
な
取
組
方
針
」

を
公
表
し
、
第
三
者
的
な
立
場
か
ら
学
校
を
支
援
す

る
機
能
を
自
治
体
の
要
望
に
応
じ
て
、
全
国
に
設
置

す
る
考
え
を
示
し
た
。
教
育
全
般
の
課
題
を
担
う
常

設
の
第
三
者
機
関
の
設
置
が
社
会
的
な
ニ
ー
ズ
だ
と

思
う
が
、
こ
の
提
案
に
対
す
る
認
識
を
伺
う
。

答　

教
育
部
長　

文
部
科
学
省
の
「
い
じ
め
、
学
校

安
全
等
に
関
す
る
総
合
的
な
取
組
方
針
」
は
、
第
三

者
的
立
場
か
ら
調
整
・
解
決
す
る
取
り
組
み
、
外
部

専
門
家
を
活
用
し
て
学
校
を
支
援
す
る
取
り
組
み
を

全
国
二
百
地
域
で
展
開
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

こ
の
方
針
を
前
提
と
し
て
、
第
三
者
機
関
の
設
置

に
つ
い
て
、
教
育
行
政
全
般
を
担
う
常
設
の
機
関
設

置
の
前
に
、
本
市
に
お
け
る
重
要
な
課
題
で
あ
る
い

じ
め
問
題
対
応
を
中
心
と
し
た
機
関
の
設
置
に
向
け
、

積
極
的
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

質問通告
　
　

○
環
境
セ
ン
タ
ー
建
設
に
つ
い
て

　
　

○
ご
み
不
法
投
棄
に
つ
い
て

　
　

○
太
陽
光
発
電
事
業
の
効
果
と
今
後
に
つ
い
て

　
　

○
農
林
体
験
交
流
事
業
の
状
況
に
つ
い
て

◆
太
陽
光
発
電
事
業
の
効
果
と
今
後
に
つ
い
て

問　

平
成
二
十
一
年
度
よ
り
地
球
温
暖
化
対
策
を
促

進
す
る
た
め
、
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
を
住
宅
用
と

学
校
施
設
に
設
置
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ま
で
の
取

り
組
み
実
績
、
そ
の
効
果
を
ど
う
把
握
さ
れ
て
い
る

か
。
ま
た
、
市
の
補
助
を
受
け
た
方
か
ら
提
供
さ
れ

た
デ
ー
タ
内
容
か
ら
ど
の
よ
う
な
分
析
結
果
が
出
て

い
る
か
問
う
。
今
後
の
太
陽
光
発
電
補
助
事
業
に
つ

い
て
ど
の
よ
う
な
方
向
で
取
り
組
む
の
か
問
う
。

答　

環
境
部
次
長
・
教
育
部
長　

本
年
八
月
末
時
点

で
、
住
宅
用
に
つ
い
て
は
六
百
二
十
七
件
の
補
助
を

実
施
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
太
陽
光
発
電
を
導
入
さ

れ
た
世
帯
で
は
、
導
入
前
に
比
べ
、
電
力
使
用
に
起

因
す
る
温
室
効
果
ガ
ス
の
約
二
割
が
削
減
さ
れ
て
い

る
な
ど
の
効
果
が
得
ら
れ
て
い
る
。
今
後
、
補
助
事

業
に
つ
い
て
は
、
国
の
動
き
や
市
民
ニ
ー
ズ
等
を
見

き
わ
め
な
が
ら
事
業
を
推
進
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。
学
校
施
設
で
は
、
こ
れ
ま
で
五
校
に
設
置

し
て
お
り
、
今
後
は
、
新
築
の
建
物
で
校
区
内
の
小

中
学
校
の
う
ち
、
い
ず
れ
か
に
整
備
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

10市議会だより第 29号（平成 24年９月定例会）

幸
村
　
香
代
子

橋
本
　
幸
一
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特 集 vol.1特 集 vol.1

八代市とイ業関係団体の取り組み 

 中国産との区別化と産地偽装防 
止を目的に熊本県産畳表を証明す 
る畳表には、生産者番号（生産者 
名）の記載されたＱＲコードつき 
のタグがついています。 

 
   

◇現 状 

八代市のイグサ栽培が始められて 500 年以上になり、本市のイ業は、全国生産量の約８割以上
を占めているとともに本市農業の重要な基幹作物であります。しかし、国内における畳表の大幅な
需要減少や海外からの安価な畳表の輸入等により、産地の価格が低迷し、作付面積の減少、栽培農
家の減少と農家経営や地域経済に大きな影響を与えているところです。 

また、平成 15 年に、ひのみどりの特徴に似た中国産の輸入畳表が見つ 
かったことにより、苗が国外に持ち出されている疑惑が浮上し、熊本県に 
より輸入差しとめの申し立てが行われました。また、平成 17 年には国内 
の畳表製造販売業者が、中国産「ひのみどり」を密輸入しようとしたとし 
て、関税法違反の疑いで告発され、平成 18 年に熊本地裁で有罪判決が言 
い渡されたところであります。このような状況の中で、平成２１年６月ご 
ろより、中国で「ひのみどり」が多く栽培されているとの情報が、イ業関 
係者より寄せられたため、同年 11 月に関係団体が中国への現地調査を行 
い、作付確認をいたしております。 

◆市議会としての取り組み◆ 

＝＝＝八代市議会い業振興議員連盟を設立＝＝＝ 

◇設立目的 

  い草に関する知識を深め、い草、畳表の普及・啓発を図り、い業の健全な振興・発展に寄与するととも
に、相互の親睦・連携を保ち、もって八代の繁栄に貢献することを目的とする。 

◇活動内容 

  八代産いぐさを守るため、市内外を問わず、本連盟による現状分析や勉強会、そして国・ 
県への要望活動を活発に実施しています。 

  
 ■平成２４年度 政府要望実績■  ～熊本県い産業を守る対策について～ 

  ◎要 望 日  平成２４年５月３０日（水）～３１日（木） 

  ◎要 望 先  農林水産省・財務省・消費者庁 

  ◎要望項目   

 １．いぐさ・畳表農家経営所得安定化対策事業 

による価格安定制度の継続と予算の確保 

   ２．中国産「ひのみどり」の違法輸入対策の強化 

   ３．国産畳表の表示推進とその支援 

   ４．国産畳表の需要拡大 

   ５．いぐさ専用機械・施設の導入整備への支援 

海賊版 

海賊版 

イグサ「ひのみどり」海賊版輸入 

絶対許せない！！ 

たぁみ

× ×
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千歳市（北海道）

調査事項及び目的 

駐留米軍の撤退に伴い、従事雇用者の救済のため団地を造成し、
現在市内に１０の工業団地を造成している。

概  要 

○企業誘致の取り組みについて 

千歳市においては、空港も隣接しており、毎年多数の企業が千
歳市に進出し、大規模な工業団地化も進んでいることから、企業
誘致に対する市の取り組み方、問題点等について学び、今後の委
員会活動に生かすことを目的とする。 

地理的条件は、異なるものの、市の職員が企業誘致の営業に徹しており、企業に対してサポートや、
企業のニーズに即座に対応していた。今後の企業誘致に当たっては、企業と行政双方の信頼関係を強固
にすることが必要と考える。 

委員所見 

調査事項及び目的 

昭和９年に町立病院として開院して、その後、改築・増築を行い
現在に至っている。また、経営については、一般会計からの繰り
入れは、行っていない。 

概  要 

○市立病院の運営について 

全国的に公立病院の運営が厳しい中、滝川市においては、黒字
経営であり、さらに近年建てかえも行われ、地域に密着した病院
として市民からも信頼を得ているということから、病院経営等に
ついて調査を行うことを目的とする。 

委員所見 

建てかえについては、免震構造を採用しており、院内の施設充実を図り患者への配慮を行っている。 
また、黒字化については、ドクターの充実により市民の７５％が当院を利用している。本市において
も、快適な環境整備や医師の確保が必要と考える。 

委 員  百田 隆 （委員長）  前川 祥子（副委員長） 太田 広則     田中 茂 

古嶋 津義       村上 光則       山本 幸廣     幸村 香代子 

上記のほか、北海道苫小牧市「まちなか再生総合プロジェクト」、北海道小樽市「観光基本計画」について

調査を行い、今後の委員会活動に生かしたい。 

◎視察日程 平成２４年７月３０日（月）～８月２日（木） 

特 集 vol.2特 集 vol.2

滝川市（北海道）

経済企業委員会管外行政視察
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ＤＢＯ方式により、清掃工場の設計・建設及び２０年間の運営委
託を民間へ一括して発注を行っている。 

調査事項及び目的 

概  要 

○萩・長門清掃一部事務組合新清掃工場整備・運営事業について 

萩・長門清掃一部事務組合は、新清掃工場整備・運営事業をＤ
ＢＯ方式により行っており、事業の進め方、問題点等について学
び、今後の委員会活動に生かすことを目的とする。 

概要及び委員所見 

萩・長門清掃一部事務組合は、ＤＢＯにおけるＶＦＭが１１．１９％であった。本市においても総合
評価のあり方及びＶＦＭを今後さらに詳しく分析することが必要と考える。 

委員所見 

調査事項及び目的 

ＤＢＯ方式により、清掃工場の設計・建設及び２０年間の運営委
託を民間へ一括して発注を行っている。

概  要 

○防府市クリーンセンター整備・運営事業について 

防府市は、クリーンセンター整備・運営事業をＤＢＯ方式によ
り行っており、事業の進め方、問題点等について学び、今後の委
員会活動に生かすことを目的とする。 

委員所見 

防府市の運営費は、マテリアルリサイクルセンターを含んで年間６億円である。本市はリサイクルセ
ンターを含まず年間６億円の運営費を見込んでおり、その差は大きいと感じた。本市でも検討が必要と
考える。 

委 員  田方 芳信（委員長）  堀口 晃（副委員長）  大倉 裕一     田中 安 

中村 和美       橋本 幸一       増田 一喜     松浦 輝幸 

◎視察日程 平成２４年８月６日（月）～７日（火） 

※※11  ＤＢＯ方式…公共が資金負担をし、設計・建設・運営まで民間に委託する方法 

※※22  ＶＦＭ（バリュー・フォー・マネー）…公設公営と比較して、民間に任せたほうがどれだけ効果があるのかを

数値化したもの（数値が高いほど財政負担を削減する割合が大きい） 

※※11

※※22

特 集 vol.3特 集 vol.3

萩市（山口県）

防府市（山口県）

建設環境委員会管外行政視察
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※人事案件の採決結果については、公表を現在検討中のため非公表

多

多



◎本紙に関する御意見・御要望はこちらまで　☞　TEL.32-5984・FAX.33-4440
　市役所ホームページアドレス　　http://www.city.yatsushiro.kumamoto.jp/
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記
後
集
編

会
員
委
報
広
会
議
市
代
八

　

朝
晩
が
冷
え
込
む
本
格
的
な

秋
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
時
期

に
は
体
に
変
調
を
来
す
と
伝
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
市
民
の
皆
様

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
病
気
な

ど
さ
れ
ま
せ
ん
よ
う
、
健
康
に

御
留
意
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　

さ
て
、
議
会
広
報
紙
も
回
を

重
ね
二
十
九
号
の
発
行
の
運
び

に
な
り
ま
し
た
。
読
み
や
す
い

よ
う
議
会
広
報
委
員
会
で
数
回

の
検
討
を
重
ね
、
皆
様
に
「
議

会
や
議
員
の
活
動
」
の
お
知
ら

せ
を
し
て
お
り
ま
す
が
、
ま
だ

ま
だ
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
部
分
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。 

い
ず
れ
に
い
た
し
ま
し
て
も
皆

様
の
御
意
見
を
お
聞
き
し
な
が

ら
よ
り
よ
い
議
会
広
報
紙
を
つ

く
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
今
後
と
も
な
お
一
層
の

御
理
解
と
御
協
力
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

意
見
書

意
見
書

決
算
審
査
特
別
委
員
会
設
置

　
平
成
二
十
三
年
度
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
決
算
が
九
月

定
例
会
最
終
日
の
九
月
二
十
五
日
に
上
程
さ
れ
ま
し
た
。

　
同
日
、
委
員
十
一
人
で
構
成
す
る
決
算
審
査
特
別
委
員
会

を
設
置
し
、
正
・
副
委
員
長
の
互
選
を
行
い
、
調
査
は
閉
会

中
の
継
続
審
査
に
付
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
委
員
会
の
構
成
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

　
　
委
　

員
　

長
　
　
中
村
　
和
美

　
　
副
委
員
長
　
　
矢
本
　
善
彦

　
　
委
　
　
員
　
　
鈴
木
田
　
幸
一
　
田
方
　
芳
信

　
　
　
　
　
　
　
　
田
中
　
茂
　
　
　
田
中
　
安

　
　
　
　
　
　
　
　
友
枝
　
和
明
　
　
前
垣
　
信
三

　
　
　
　
　
　
　
　
前
川
　
祥
子
　
　
松
永
　
純
一

　
　
　
　
　
　
　
　
幸
村
　
香
代
子

 

委 員 会 開 催 日 内 容

　９月２５日（火） 正 副 委 員 長 互 選

１０月　３日（水）

　　　　４日（木）

　　　　９日（火）

　　　１２日（金）

　　　１８日（木）

　　　１９日（金） 予 備 日

決 算 審 査


